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■■ 第１３回企画展                     

 [公文書でたどる明治の土地制度]  
明治 150 年関連企画展として、明治の土地制度、自治制度の概要を紹介。 

明治政府が土地に課税し、徴収する必要から土地制度は確立されていく。   

本市で保存している歴史的公文書や行政資料をもとにご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地租改正地引絵図 長竹」（明治 10 年） 

今回初めて明治 10 年の地租改正地引絵図の大絵図（緑区長竹 3.64ｍ×1.84m）

の実物を展示しています。 

相模原市立 

第 8 号  平成３０年 10 月  

 開催期間   ：平成３０年１０月１６日（火）〜１２月２４日（月） 

休館日   ：月曜日（１２月２４日を除く)、第３水曜日 

開催時間   ：午前８時４５分〜午後５時００分 
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■■ 第１２回企画展 ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

 

相模原市の昭和の歩みと公文書 

～遠くなる昭和の時代～ 

 
相模原市は昭和２９年１１月２０日に市制を施行し、旧津久井４町との合併を経て

人口７２万人の都市へと発展してきました。本市で保存してある歴史的公文書や行政

資料を展示し、「平成」の時代も終わろうとする中、遠くなる「昭和」の時代の様子

や出来事を振り返りました。 

平成３０年６月１５日から８月２６日までに、１６８人の来館者があり、歴史的公

文書など４９点をご覧いただきました。 

 

主な展示資料は、次のものになります。「昭和」は大正天皇の崩御で始まり（昭和

元年の歴史的公文書「電報送達紙及び川尻村告示第市壹号 大喪ニ付左記ノ心得ラレ

ヘシ」を収めた「大正１３年～昭和元年庶務書類」川尻村文書 A）、陸軍士官学校の

転営や相模原市の誕生、人口急増による小中学校の建設が追い付かず（相模原市財政

白書「こども急増びんぼう白書」B）、学級編成にも苦労した模様（歴史的公文書「学

級編成綴」（昭和 47 年度））です。 

 

A                          B                     C 

         
 

 また、次ページの通り、オリンピック東京大会では「聖火リレー」、「カヌー漕艇競

技」などが行われました。 
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■■ 歴史的公文書の紹介 

相模原にもあった、オリンピックの歴史 
～昭和 39 年オリンピック東京大会の聖火リレー～ 

 

当館で保存されている、東京オリンピック関係の歴史的公文書のうち旧相模湖町の

文書で、「オリンピック東京大会国内聖火リレー 39 年度」と「オリンピック東京大

会国内聖火リレー 39～40年度」を第 12 回企画展にて展示しました。 

「オリンピック東京大会国内聖火リレー 39 年度」の中には、聖火リレーについて

の海外日程概要、沖縄到着後の国内コース、日程詳細、正走者名簿が記載された全国

版の冊子や神奈川県内でのコース詳細、走者名簿（正副走者、随走者）方法などが記

載された神奈川県内リレー実施要綱の冊子などがあります。 

     

 
 

 

 

 

■■ TOPICS トピックス 

                              

当館飯田館長が東京都公文書館・ 

特別区協議会連携セミナーで講演 

平成 30 年 9 月 4 日に行われた、東京都公文書館・

特別区協議会連携セミナー「今問われる地方公共

団体の文書管理―はじめの一歩を踏み出すため

に」で、本市の公文書管理条例の紹介や公文書館

開館までの道のり、あるべき公文書管理に向けて

の一歩を踏み出すための方策などについて講演

しました。受講生からは公務員として基本となる

公文書管理に関することは常に学んでいく必要

があると感じたなどの意見が寄せられました。 
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○第１３回企画展(開催中) 

「公文書でたどる明治の土地制度」 

（平成３０年１０月１６日～１２月２４日） 

○第１４回企画展  

平成３１年１月ごろを予定 

○第７回講演会 

平成３１年３月予定 

 
 
※詳しくは「広報さがみはら」などでお知らせします。 
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■■ 有償刊行物の紹介 ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

公文書館では行政資料の保存・販売を行っています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

～編集後記～ 
今年の夏は、猛暑と台風の襲

来で、大変な年となりました。 
気候の変化を実感した年で

した。 
さて、企画展を開催するにあ

たり、歴史的公文書をはじめ
様々な資料を目にすることと
なりますが、そのたびに新たな
発見があったり、物事の不思議
を感じさせられたり、様々な出
会いがあったりと、生みの苦し
みの中に、楽しさがあります。
私が担当する企画展は来年度
となりますがどんなものにな
りますか。 (K) 
  
 

相模原市史 『別編』 

平成３０年２月 刊行 

 

『別編』は「戦後年表、掲載資料総目録・

総目次・細目次・検索等」で構成され、こ

れまで刊行した相模原市史続編９冊をご利

用いただく際の手助けとなるよう編さんさ

れたものです。 

平成１６年の市制施行５０周年記念事業

として始まった、相模原市史続編の編さん

も『別編』をもって、区切りとなります。 

相模原の歴史について関心や理解をより

深めていただく一助となる 1冊です。 

販売価格 １，６９０円 

 

 ◇◇公文書館の今後の事業予定◇◇


